
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

発達障害の支援の最終目標は日常生活の適応の向上にありますが，発達障害がある場合は知的水準から期待され

るような適応行動が達成されていないことが明らかになっています。そのため現状の適応行動水準の把握が必要

となりますが，Vineland-Ⅱ適応行動尺度では 0 歳から 92 歳までの適応行動を調べることが可能です。本研修

会では，心理士を対象に検査実施と適応行動総合点の算出方法や結果の見方について学びます。 

Vineland-Ⅱ適応行動尺度 
初級研修会 

10 月２３日(日) 10:00～12:00(開場 9：30) 

帝京大学板橋キャンパス大学棟本館 103 教室 
当日 2 階エントランス「大学棟正面入口」は閉まっておりますので， 
1 階の「大学棟病院側入口」をご利用ください。 

２０２２年 

研修概要 

 

主 催 帝京大学心理臨床センター 

会場 

＊Vineland-II 適応行動尺度日本版開発者 

帝京大学文学部心理学科 教授 

臨床心理士 公認心理師 臨床発達心理士 

対  象 

心理支援職の方 40 名（定員になり次第、締切とさせていただきます。） 

 

申し込み方法 

申し込み専用フォーム（Google form）をご利用ください。 

右記 QR コードよりアクセスをお願いします。 

参加費 

10,500 円(検査用紙代 500 円含む) 

※お申し込み後、振込先等をメールにてご連絡します。入金確認後、受講決定となります。 

 

 

講  師：黒田 美保 氏 

会場案内は 

裏面をご覧ください。 

帝京大学心理臨床センターとは… 

帝京大学大学院の臨床心理士・公認心理師・臨床発達心理士養成のための研修施設として，地域のメンタルヘ

ルスに取り組んでいます。帝京大学心理臨床センター (teikyo-u.ac.jp) 

問合せ先 

kokoro@main.teikyo-ua.c.jp 

 

https://www.teikyo-u.ac.jp/shinri/index.html


アクセス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇JR 埼京線 十条駅下車 

徒歩約 10 分 

〇JR 京浜東北線  

王子駅下車 

国際興業バス 6 番のりば 板橋駅行 10 分「帝京大学病院」下車 

 


